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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・食パンを中心とした新製品が売れており、前月から
前年比で好調に推移しており、この動きはもう少し続
く。

やや良く
なっている

一般小売店［紙
類］（経営者）

お客様の様子 ・観光客数に変化はないが、購買単価が上昇してい
る。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・売上状況については、近隣のアウトレットモールと
同じ店舗以外で約半数の店舗が前年同月比で前年を上
回っている。先月は約70％減であったことから多少上
向いてきている。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・宝飾、時計の動きが活発化してきているものの、ブ
ランド品のディスカウントが人気を集めているだけ
で、価格に対して客の目は依然厳しい。ただ新しい企
画や普段ないものへの客の反応は良好である。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・東日本大震災以降、前年割れを続けていた来客数、
売上、販売点数が５月から前年比で２％増加してい
る。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前に比べて来客数が増加傾向にある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・相場を脅かす要因もなく比較的安定感があり、販売
高も回復しつつある。

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・販売点数、買上単価ともに前年を２％程度クリアし
ている。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・東日本大震災の影響とエコカー補助金効果で、４～
５月の販売量は前年を大きく上回っている。

乗用車販売店
（副店長）

来客数の動き ・政府の施策である、エコカー補助金・クリーン
ディーゼル補助金に対する関心が高まっている。

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（支配人）

お客様の様子 ・前年は高速道路1,000円施策最後のゴールデン
ウィークだったため来客数が多かったが、今年の売上
は前年に比べて低下している。しかし客は観光や娯楽
を楽しんでおり、バスの立ち寄りも増えている。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・休前日はもちろん、平日の予約数も昨年以上となっ
ている。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・ゴールデンウィークは、宿泊、飲料部門で前年を上
回る売上があり、それ以降も好調に推移している。週
末の外来食事客が増えており、財布のひもが緩んでい
る感がある。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・テレビ関連のサービスについては地上デジタル放送
全面移行後落ち着いているが、インターネット関連の
商材についてはモバイル化、スマートフォンの普及で
動きが増してきている。

テーマパーク
（広報担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィークは悪天候で伸び悩んだが、それ
以降は新規エリアのオープンとそのＰＲで、また比較
的天候が安定していることもあり、平日を中心に来客
数が手堅く伸びている。

ゴルフ場（営業
担当）

お客様の様子 ・天候に恵まれ単価は減少傾向にあるものの、来場者
数は前年同月と比べて10％増加している。

住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・客が動く時期ではあるが、来場者数や問い合わせ件
数から、景気がやや良くなっている。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・客の買上点数、来客数ともに少ないままである。

商店街（理事） お客様の様子 ・客はウィンドウショッピングはするが購買はしてい
ない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・目的の商品だけを買う傾向が続いている。

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・今年の新茶の売出しは大変静かで、数年前のような
にぎやかな売上にはなっていない。経済的にも冷え
切っており、東日本大震災による放射能に関する風評
の影響がある。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・昨年と同程度で売上は良くなっていない。

一般小売店［酒
店］（経営者）

お客様の様子 ・連休中の出費が影響しているのか、連休後から節約
ムードで客単価が低下し、飲食店からの注文も少な
かったが、月後半から通常並みになっている。４月の
大学入学者数は昨年とほぼ同数のようだが年々減少傾
向にあり、入学者数が一番多かった時代と比べると約
４割減少しており、街の活気に影響している。

家計
動向
関連



百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・企画には反応が良いが、端境期における定価品の稼
動が鈍くなっている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・割引時の販売が売上の割合をかなり占めているが、
単品購入が多くまとめ買いをする客は非常に少なく
なっている。

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・大型連休中はほぼ前年並みに来客数が推移していた
が、連休以降の反動が例年にも増して大きかったの
で、来客数は前年比13％減と厳しい状況が続いてい
る。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価に変化はない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・景気上昇に向かうような事象やニュースがなく、地
方都市の変化は少ない。衣料の動きが悪くなってい
る。

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・客単価、購買点数に変化はない。

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・前年どおりの売上は確保できている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は厳しい状況が続いており、買上単価の上昇
でカバーできるが現状にあまり変化はない。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・通信販売の動きが鈍くなっている。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

単価の動き ・単価が安い商品はよく売れるが高級品の動きは鈍く
なっている。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・５月に３日間創業45周年祭を催した。ご祝儀もあ
り、客の関心が高い冷蔵庫、エアコン、太陽光関係の
商品が販売につながったが決して景気は良くはなって
いない。

乗用車販売店
（店長）

単価の動き ・ここ２～３か月、単価に動きはなく、当たり前だが
人気商品は売れ、そうでない商品は売れないという状
況である。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・製造メーカーの値上げで仕入れ値は高くなるが、小
売値は上がらず、売上は増えつつあるものの、利益率
は低下気味となっている。

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・来客数が上げ止まっている。

その他専門店
［時計］（経営
者）

単価の動き ・景気下げ止まりの感があり、人口減少のなか同業間
での競争が激しくなっている。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

来客数の動き ・昨年は高速道路1,000円施策があったので単純に比
較はできないが、連休中も連休後も観光客の動きは良
くなっていない。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

販売量の動き ・来客数、販売量は横ばい状態である。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客の消費動向がゴールデンウィーク後は非常に厳し
いことがみてとれる。このように一定時期後急激に消
費の落ち込みがある場合、今後の消費は低迷すること
が多い。これに加えて一品当たりのデフレ傾向が激し
く、実質低金額の物のみ売れる傾向が強くなってい
る。

一般レストラン
（エリア担当）

来客数の動き ・繁忙期であるゴールデンウィークも来客数、客単価
とも減少してる。

都市型ホテル
（企画担当）

競争相手の様子 ・稼働率が低迷している。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・昨年は東日本大震災の影響で旅行業界は大変な思い
をした。しかし今年は地震の影響はほぼ消えているも
のの、景気回復の状況があまり見受けられない。

タクシー運転手 来客数の動き ・来客数の動きは運行回数で判断しているものの、回
数が出ていないため全体として経済活動が低くなって
いる。

タクシー運転手 来客数の動き ・昨年と変わらない状況となっており、チケットの利
用が少なくなっている。



テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク連休中の天候不順による出控
え、休日数の違いが要因で来園者数が前年より減少し
ている。売店の売上単価も２割弱減少となり、節約志
向が強く働いている。自家用車による来場が９割を占
めるため、ガソリン価格が高値で推移していることも
来園促進上マイナス要因となっている。

テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・来館者数、物販の売上高ともに変わりはない。

美容室（経営
者）

単価の動き ・商店街の客が主であるが来客数が減少している。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・近隣サロンと情報交換もしているが、今は耐える時
期という回答が多く、地道に客の様子を確認しながら
営業をしている状態である。

その他サービス
［介護サービ
ス］（介護サー
ビス担当）

お客様の様子 ・客やその家族の話や様子から、景気や経済状況に変
化はみられない。厳しい生活をしている人も経済的に
余裕のある人も通常と変わらない生活を送っている。

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・忙しい業者もいる反面、受注が厳しい業者も多々見
受けられ、好転の要因が見つけにくくなっている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・節約傾向は何ら変わっておらず、低価格販売に変化
はない。

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・公共の仕事は耐震補強の予算が例年より前倒しで出
てきたが、入札のため、なかなか受注につながらない
状況である。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・消費税増税や景気の先行きがみえない状況のなか、
建築のような大きな決断はできない様子である。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・客の契約状況においては、あまり変わらない状況に
ある。契約数、契約金額においても低水準、低価格の
状況にあまり変化がない。

住宅販売会社
（販売担当）

それ以外 ・県内の求人倍率状況に改善の傾向はなく、周辺企業
においては今期賞与の期待感は全くなく、県央部に工
場を持つ大手家電メーカーも数千億円の赤字決算で雇
用の不安さえ感じられる。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・４月は良かったが５月に入って売上が低迷してい
る。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来街者数が減少しており、来街客も近くのコンビニ
で弁当を買って安い食事で済まそうとしている。来街
者数の減少もさることながら客単価も上昇していな
い。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今年は高速道路料金の割引がなく連休中は観光客が
減少している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・連休時の出費に対する反動での出費の自粛と生活防
衛から、連休後の来客数が非常に少なく、販売が増加
していない。

百貨店（売場担
当）

単価の動き ・ゴールデンウィーク期間中はシーズンアイテムが低
調に推移し、母の日が前年より１週間後になったこと
により、中旬からパラソルとハンカチが好調になって
いる。後半はクールビズやＵＶ商材に期待したが、節
電２年目ということもあってクール商品の出足はやや
低調である。ブライダルなど高額商品も日・祝日減で
前年より低調である。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・今月に限っては衣料関係ほとんどが悪く、紳士・婦
人・子供服すべてにおいて前年を大きく下回ってい
る。また、来店しても単価が低く、夏が来るというこ
とで２～３枚購入していた客が１枚で終わっている状
況である。更に今年は大型連休で、客が物を買うより
旅行に金を費やしたことが今月の大きなマイナスにつ
ながっている。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・節電のシーズンを迎え、節電機能商品に消費者の目
は向くが通常商品には向かず、食品などの必需品はほ
ぼ安定しているが、し好品やぜいたく品は厳しくなっ
ている。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・来客数が少なく、美術品の動きも鈍く、売上も悪く
なっている。

スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・競合店の進出による影響が大きく、ディスカウント
店であることから来客数減少、客単価の低下は避けら
れない状況である。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・工事の客が減少して弁当やカップ麺の売上が落ち、
全体の売上が減少している。



コンビニ（副地
域ブロック長）

競争相手の様子 ・昨年から競合店の出店が続いており、来客数の減少
があって厳しい状況が続いている。

コンビニ（地域
ブロック長）

来客数の動き ・近隣の大手自動車メーカーの稼動減により、来客数
が減少している。

衣料品専門店
（販売担当）

単価の動き ・単価も低く、商品の動きも鈍くなっている。

家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・来客数が少なくなっている。

家電量販店（企
画担当）

お客様の様子 ・来客数はほぼ変わらず、３か月前と比べても問い合
わせは多いものの、購入する客の割合が減っている。
また修理件数が増えており、修理費用が掛かりすぎる
等のやむを得ない理由の客以外は買換えをしない状況
である。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・１～２度の来店で購入を決める客が減少している。

その他専門店
［布地］（経営
者）

来客数の動き ・連休中、連休明けに来客数が少なく、いろいろと企
画したが来客数は伸び悩んでいる。

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

単価の動き ・生活防衛の意識が高まっており、価格に対する反応
が厳しくなっている。チラシ価格でも各店を比較して
少しでも安い店や商品に集中する傾向にある。トレン
ド、ブランド商品や生活歳時に必要なものなど、本当
に欲しいものしか買わない傾向が強くなっている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・予約件数の伸びも悪く、予約なしの客も少ない状況
である。

一般レストラン
（外食事業担
当）

来客数の動き ・焼肉の業態の客足が戻り基調にあるが、ファミリー
層の入店が減ってきている。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・一般宴会は前年並みだが、婚礼の問い合わせが激減
しており他の施設でも同様である。

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・観光客全般において入込が悪い。観光博の東北６県
や平清盛で話題の広島・瀬戸内、またスカイツリー開
業に伴う東京地区などに人気が集中しており、当地区
は旅行費用も高く苦戦している。

タクシー運転手 来客数の動き ・ゴールデンウィーク後の乗車率が夜を中心に悪く
なっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・ゴールデンウィークの反動で遊びに出る客が少なく
なっている。

通信会社（広報
担当）

販売量の動き ・スマートフォンは消費を上昇させているが、新モデ
ル発表により購入待ちの状態となっている。旧商品の
値下を狙っている客もある。

通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・契約数が例年に比べて減少している。

その他レジャー
施設（アミュー
ズメント）

来客数の動き ・来客数は前年比でマイナスとなる傾向が続いてい
る。母体であるショッピングセンターのなかでも特に
アミューズメントや飲食が伸び悩んでいる。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・５月に入ると客の外出頻度も減っており、美容に気
が回っていない。

悪く
なっている

一般小売店［酒
店］（経営者）

販売量の動き ・連休明けであることもさることながら、商売をして
以来初めての景気の悪さで、飲料店に御用聞きに回っ
ても、全くものが動かない状況が続いている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・ディスカウントストア出店の影響で、来客数が５～
10％減少している。１人当たりの買上点数は増加して
いるが、客が分散して競争が激化している。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・景気低迷で所得減少による節約志向のため、必要以
外の物を買わなくなり客単価が下がっている。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・来客数も少なく、売上ベースで前年比20％減であ
る。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・来客数が少なく、単価も低く景気が悪い。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・携帯電話業界最大の需要期である２～４月が終わ
り、５月は時期的及び新商品等のトピックスがない影
響もあって販売が伸び悩んでいる。

良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新車種部品が好調に推移している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・法人関係は順調に推移するとともに個人市場も回復
してきており、特に個人客からの発送が増えてきてい
る。

企業
動向
関連



やや良く
なっている

化学工業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・仕入れ単価の値上がり相当分の販売単価への転嫁交
渉がほぼ決着し、粗利益率が改善してきている。

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量はこれまでは生産能力の60％しかなかった
が、今月は75％まで回復してきている。

通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・製造・流通業の客からはコスト削減にともなう取組
についての商談が多かったが、３か月前と比較して情
報系の設備投資に関する情報提供の依頼が増加してい
る。

変わらない 食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・以前と同じ状態である。

化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・円高等で輸出品の競争力が低迷しているうえに、安
価な製品の流入により内需の確保が難しくなってい
る。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・焼却場の新設案件の生産に着手しているため、生産
量は一定水準を確保できている。

鉄鋼業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・特に事業範囲が国内のみの企業は景気上昇感に欠け
る。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・特段の変化はみられない。

一般機械器具製
造業（経営企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・北米を中心とした海外向けの自社製品の売上は順調
に注文が入っているが、円高による為替の影響で損益
面は厳しい状況である。

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量全体は予定どおりであるが、製品によって大
きなばらつきが出始めている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・動きが鈍い状況が続いている。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・現状維持である。一般競争入札で公共土木工事を数
件受注できているものの、担当者の施工実績等の条件
をクリアするうえで人員配置に苦慮する状況である。

輸送業（業務担
当）

競争相手の様子 ・当社に対し同業他社から荷物の斡旋等の依頼が多く
なってきている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・市内の大手電機メーカーの縮小に伴う取扱減も一定
程度落ち着き、その他の取引先は比較的順調に推移し
ている。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・提案活動量に対する販売量、売上単価とも低い状態
が続いている。通信機器などに関してもライフサイク
ルを延長するケースが多いなど買い控えている状況で
ある。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・新型エコカーの受注が好調で、操業アップのため残
業と土曜日の出勤も増加している。一方、円高の定着
で輸出採算は改善せず収益は厳しくなっている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の経営者からのヒアリングで、この３か月間
で業況に好感触を得ている話をほとんど聞かない。売
上は前年をクリアするのがやっとの状況である。昨年
の東日本大震災から当地においても観光業が盛り返し
ていたが、その反動からか、売上が低迷する傾向がみ
られる。また、小売・サービス業においても相変わら
ず売上は年率マイナスであり、目立った改善はない。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・取引先の様子から、現状増減がない状況で推移して
いる。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

それ以外 ・原材料の価格は上昇しているが、販売価格が同じか
低下してきており、原料高、製品安の状況が続いてい
る。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・電力供給不足がクローズアップされたり不安を煽る
ような記事も散見され、不安要因を加味して材料価格
に転嫁する動きがあれば、中小企業は受注確保のため
には飲まざるを得ない事態も想定される。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数、成約件数が減少している。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・小売りを含めた物販全般が良くない。例年５月は連
休の影響もあり売上高は低調になる月だが今年は相当
悪くなっている。製造業では材料費の値上がりはある
ものの、それを製品価格に転嫁することができず、苦
しい状況が続いている。

悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・４月と１月を比較すると水揚げ数量で1,480トン、
水揚げ金額は8,740万円の減少である。４月前年度比
では水揚げ数量で823トンの減少で比率61.3％、水揚
げ金額は3,690万円の減少で91.8％であった。



その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・海外との競合により低価格志向が相変わらず強く、
価格交渉がいつも問題となるが、最終的には価格が下
がる傾向が続いている。

良く
なっている

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・飲食料品小売業の販売、接客や宿泊業のフロント、
ベッドメイク、警備員等の警備業の求人意欲が強い。

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・地域の主要産業である鉄鋼・自動車も生産は低調
で、広範に渡る裾野の企業群からの求人はあまり期待
できない。

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・企業からの受注件数が少ない。

求人情報誌製作
会社（サイト運
営担当）

周辺企業の様子 ・大卒新卒採用数を増やすか変化なしとする企業が圧
倒的で減らすところはほとんどない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・雇用環境に大きな変化はなく、新規雇用の大半は相
変わらず１年更新の契約、嘱託社員採用が目立つ。来
春の新卒採用の動きも地場大手で始まっているが、中
堅企業の中には若干名採用と打ち出しているが、本音
としてはよほどの人材でない限り採用ゼロともらす経
営者もいるほど先行きは不透明である。

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・新規求人数に変化はない。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・４月の新規求人数は前年同月比7.8％の増加、前月
比0.9％の増加であった。新規求職者数は前年同月比
6.4％減少、前月比18.4％の増加であった。３月末は
退職者が多く求職者数が増えたので、前月比では大幅
に増加したが、前年同月比では減少している。

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・会社都合ではなく、自己都合による退職が増加して
いる。これまで我慢を強いられていた人がより良い就
業先を求め転職活動を活発化させている。ある程度の
求人が見込まれればこその自己都合退職であり、少な
くとも現状の景気を維持することの表れである。

民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

周辺企業の様子 ・業界の動向で新たな動きがみられない。

学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求人数の動き ・特に目立った大きな動きがない。

その他雇用の動
向を把握できる
者［労働機関］
（職員）

求人数の動き ・求人は災害復旧工事量の増加に伴い建設業が大幅に
増加した一方、観光客の減少により宿泊業・飲食サー
ビス業が大幅に減少し、トータルでは横ばいで推移し
ている。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

周辺企業の様子 ・地場企業の求人数が減少している印象は受けない
が、厳選した質重視の採用活動を行っている企業が多
いため、内定を獲得できる学生の割合が少なくなって
いる印象を受ける。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・自動車メーカーの工場が円高による輸出の停滞によ
り、昼夜２交代勤務を中止して昼のみの操業態勢に切
替え、生産に携わる社員の約１割に当たる約600人を
期限付きでの県外異動や派遣を開始している。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


